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1. プロジェクトの基本情報 

1.1. 対象国 

ナミビア共和国 

1.2. プロジェクト名 

The Project for Implementation of International Logistics Hub Master Plan (Phase 2) 

1.3. プロジェクト実施期間 

 計画(Work Plan 1): 2020 年 9 月 から 2023 年 6 月 

 実績:  2020 年 9 月 から 2024 年 12 月 

1.4. 本プロジェクトの背景 

本プロジェクトは、ナミビア共和国政府（以下「GRN」）が最優先の国家開発戦略の一つとして掲げる

「物流立国」推進のための技術協力である。「物流立国」は、第 4次国家開発計画（2012/13～2016/2017）

から現在の第 5 次国家開発計画（2017/18～2021/22、2025 年 3 月まで延長）まで一貫した優先開発目

標である。 

1.4.1. ナミビアの物流立国構想 

物流立国構想〜小国ナミビアの成長戦略 

ナミビア共和国の国土は 82.4 万㎢（日本の 2.2 倍）を持つが、その大部分は年間降水量 400mm の乾燥

地であり、人口は 245 万人と小さい。同国経済を支えてきたのはダイヤモンドとウランを中心とする

鉱物資源と水産物輸出である。一人当たり GNI は US$5,640(2018 年世銀)と中所得国であるが、多様化

の進まない経済は伸び悩み、格差の拡大や若年層の失業増大が深刻化している。経済の多様化は長年

の課題であり、水と人口規模の制約を超える新たな経済の牽引役が求められている。そこで脚光をあ

びたのが「物流立国構想」である。 

南部アフリカの大西洋岸に位置するナミビアは、アンゴラ、ザンビア、ボツワナ、及び南アフリカと国

境を接している。また、SADC（Southern Africa Development Community: 南部アフリカ開発共同体）

地域の玄関口としてのウォルビスベイ港と、そこから周辺諸国へと通じる整備された幹線道路からな

る国際回廊を有しており、世界と南部アフリカ、とりわけ SADC 内陸部を結ぶ物流ルートとして高いポ

テンシャルを持っている。SADC 内陸部を対象とした国際物流は「サービスの輸出」にあたり、市場規

模は少なくとも 3,500 万人ほどになる。 

物流立国が第 4 次国家開発計画（2012/13-2016/2017）の重点戦略となる 

・国家戦略となった「国際物流ハブ構築」 

ナミビアは、2012 年 7 月に発表した「第４次国家開発計画」（National Development Plan 4: NDP4, 

2012/13 - 2016/17）で、同国を南部アフリカ地域と世界を結ぶ「国際物流ハブ（国際トランジット貨

物の出入口・中継拠点）」とする構想を国家成長戦略の優先目標の一つとして掲げ、その実現への最初

のステップとして「国際物流ハブ構築マスタープラン」を策定することが明記された。 

・メガプロジェクト「ウォルビスベイ港新コンテナターミナル」建設に着手 

NDP4 で物流立国を掲げたのと時を同じくして、ナミビアはこれまで経験したことのない投資規模とな

るビッグプロジェクト「ウォルビスベイ港、新コンテナターミナル建設」に乗り出した。 
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南部アフリカ地域経済は 2005 年から 2015 年まで年率にして約 7%の成長が続いた。この好景気に乗っ

てウォルビスベイ港のコンテナ取扱量も増大した。特に同時期の原油価格上昇によるバブル景気に沸

いたアンゴラ向けの積替貨物（港湾でのトランシップ貨物を指す。陸上経由の貨物は「国際トランジッ

ト貨物」という。以下同様）が急増し既存ターミナル容量の限界が近づいた。そこで、さらなる国際貨

物獲得を目指し、同港のコンテナ取り扱い能力を 35 万 TEU／年から 70 万 TEU／年に倍増する新コンテ

ナ・ターミナル建設がアフリカ開発銀行の融資（US$3 億 3,800 万）によって着手されることが決定し

た（2013 年 11 月）。これにより同港の取扱能力は飛躍的に拡大する見込みとなった（新ターミナルは

2014 年 12 月着工〜2019 年 7 月完成。2019 年 8 月に供用が開始されている）。 

その一方で、新ターミナルの能力は同国の経済規模では使い切れないものであり、国際貨物の誘致が

必須である。NDP4 で重点事業となった「国際物流ハブ構築マスタープラン」策定は、この港とナミビ

アルートをセットで売り込む戦略を提示するものとして期待された。 

1.4.2. 国際物流ハブ構築マスタープランの策定（2014–2015） 

「国際物流ハブ構築マスタープラン」の策定は、ナミビアが「物流立国」という新しい国家開発目標に

踏み出すための重点事業であり、その策定にあたって、ナミビアは日本に対して開発調査型技術協力

を要請し、2014 年 2 月から 2015 年 3 月にわたって「国際物流ハブ構築マスタープランプロジェクト」

が実施された。ナミビア側の CP は政策レベルでは NPC ならびに公共事業交通省（MWT）、実施レベル

では Walvis Bay Corridor Group (WBCG：MWT 主管の非営利官民連携組織でウォルビスベイ港を起点と

する国際回廊への国際物流の誘致と物流産業振興活動を行なっている）が担った。 

(1) マスタープランの開発シナリオの本質〜「ナミビア売り込み計画」 

2015 年 3 月に完成したマスタープランの開発シナリオの本質は「ナミビアを物流ハブとして売り込む

ための計画」である。競合する国際物流回廊（特にシェアの大きい南アのダーバン港〜ジンバブエ経由

〜ザンビアの南北回廊を最大の競争相手と想定）に対して、ナミビア・ルートが強みを発揮できるニッ

チを探し出し、その比較優位性を強化し、弱点を補い、戦略的に売り込むというものである。 

「売り込み」を基本戦略として、実現すべき必須構成要素を（1）戦略的マーケティングによる内陸国

を仕向・仕出地とするトランジット需要の獲得、（2）物流ハブ・センター開発による国際物流企業拠

点の誘致、（3）輸送網強化（道路、鉄道、バイパス、トラック・ストップ）、（4）統合国境管理（都

市開発を含む）の 4 要素と定め、構成要素ごとに詳細な現状分析と開発課題の抽出を行い、それぞれ

に短・中・長期別に課題解決のためのアクションが提案された。 

マスタープランで提案された基本戦略とアクションは、ナミビア政府に高く評価され、同プランを物

流立国戦略推進のための基本計画として採用された。そこに示された優先プログラム／プロジェクト

に着手する旨「第５次国家開発計画」（NDP5, 2017/18 - 2021/22, コロナ禍の影響で 2024/25 まで延

長）に明記された。 

(2) マスタープラン実施に向けて求められた「オール・ナミビア体制」 

マスタープラン報告書では、同プランで提案されたアクションを効果的に実施するには「オール・ナミ

ビア体制」をつくることが不可欠であり、国レベル（計画全体の実施と優先順位についての調整）と現

場レベル（実施に直接関わる組織によるアクションごとの調整）でそれぞれ合意形成をする体制を作

ることが提言された。 

マスタープランで示された案では、NPC の下に国レベルの実施調整を行う組織を置き、その下に現場レ

ベルの調整を行う課題別 Working Group (WG)を上記 4つの構成要素ごとに置き、それぞれが担当する
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アクションの実施を推進するとした。 

(3) マスタープランが内陸国向け物流をターゲットとした理由〜積替需要依存からの脱却 

マスタープランにおける売り込み戦略のターゲットは、ザンビアなどの内陸国向け物流と想定した。

その背景には、2014 年当時、非常に大きなシェアを占めていた「産油国アンゴラへの積替需要に依存

し続けるのはリスクが大きい」との分析があったからである。まず、アンゴラの需要は原油価格によっ

て短期的に大きく変動する可能性が高く不安定である。また長期的に見れば、アンゴラ国内の港湾は

徐々に改善されつつあり、遅かれ早かれ大型船がナミビアを経由することなく直接アンゴラに向かう

ようになると考えられた。 

アンゴラ依存リスクは、マスタープラン作成当時に予想していたよりも早い 2015 年後半には現実のも

のとなった。それまで高騰を続けていた原油価格は急落し、アンゴラ向け積替貨物は激減した。替わっ

て主役となったのが、ザンビア等内陸国方面の国際トランジット貨物である。SADC 地域の経済成長の

鈍化にも関わらず国際トランジット貨物は着実に増加を続けた。マスタープランで危惧されていた「ア

ンゴラ・リスク」と「ザンビア方面への国際トランジット貨物に需要がシフトする」との想定が現実の

ものとなった。 

1.4.3. マスタープラン実施に対する技術協力プロジェクト（フェーズ 1）の要請  

マスタープランの提案を受けて、ナミビア政府はWBCGを全体調整を担うマスタープラン実施機関とし、

重要課題ごとに WG の設置を進めることを決定した。その一方で、WBCG による総合的な実施運営監理及

び WG 設置に係る支援を目的とした技術協力プロジェクトが要請された。 

(1) フェーズ 1の成果：WG 活動と着実に増加した内陸向け国際トランジット貨物 

この要請を受けて「ナミビア国国際物流ハブ構築促進プロジェクト」（2016 年 2 月～2019 年 2 月）が

実施された。その結果、同プロジェクトの目標であった「国際物流マスタープランの実施体制の立ち上

げ」は実現された。また、各 WG では、実行計画について協議検討が行われ、マーケティング戦略プラ

ン、物流ハブ・センター／港湾地区再整備コンセプト、統合国境管理整備コンセプトを含む具体化策が

作られ、重要インフラ整備に対するアドバイスも行われた。 

WG で決定されたマーケティング戦略プランに沿って、ナミビア・ルートの売り込みが積極的に進めら

れた。その成果として、SADC 内陸国(主にザンビアとコンゴ民主共和国)向けの国際貨物量は 41 万トン

（2016 年）から 71 万トン（2018 年）へと大幅に増加した。2019 年には、80 万トンを超えて過去最高

となった。 

一方で、幹線道路のアップグレードや鉄道のリハビリといった国際回廊の優先インフラの整備も着実

に進展した。しかしながら、その進捗は遅く、最重要道路区間の拡幅や国境施設の改善といった公共イ

ンフラの整備が国際貨物量の増加に対して追いつかなくなる事態が鮮明となりつつあった。 
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出所：Namport/WBCG “Cross Border Data” 

図 1 ウォルビスベイ港経由の国際トランジット輸送実績の推移（トン/年） 

(2) 新コンテナ・ターミナルの完成 

フェーズ 1 技プロが 2019 年 2 月に完了した半年後、新コンテナ・ターミナル(岸壁水深 16m と大型ガ

ントリークレーン 4 基)は完成し、2019 年 8 月 24 日から運用が開始された。当時から、ウォルビスベ

イ港には「マースク／CMA CGM による西アフリカサービス」等で運行される、4,000〜5,000TEU のコン

テナ船が定期的に寄港している。新ターミナルの完成に伴い、Namport はより大きな 5,000TEU を超え

る大型のコンテナ船の寄港の誘致に着手した。 

船会社に対する積極的な売り込みが功を奏し、2020 年 4 月 4 日と 18 日に、それぞれ 7,000TEU と

9,000TEU クラスの大型コンテナ船の寄港が相次いで実現している（試験寄港ベース）。これらの大型

船運用が定期航路として定着すれば、新しいゲートウェイとしてのナミビアのネームバリューは大き

く向上することが期待される。 

(3) 残された課題〜「もっと貨物を！」 

求められるさらなる新規貨物獲得に向けての WG 活動 

ナミビアは「新コンテナターミナル」という売り込み材料を手にした。この新ターミナルを「一杯にす

る」ために、さらなる新規貨物の獲得が求められる。現状では、完成したばかりの新コンテナターミナ

ルの取り扱い能力は大幅に余っている。かつては非常に大きな比重を占めていたアンゴラ向け積替貨

物が無くなってしまったためである。 
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出所：Namport Annual Report 2017/18, 年次は会計年度。 

図 2 ウォルビスベイ港のコンテナ取扱量と取扱能力（1000TEU） 

先にも触れた通り、原油価格の急落によって産油国アンゴラの景気が後退し、同国向け貨物が急激に

減少した。アンゴラ向け積替貨物は、2011 年のピーク時には 153 万トン（21.8 万 TEU）とウォルビス

ベイ港の貨物取扱量全体の 30%（コンテナの 65%）を占めていたが、2013 年以降は半減し、2018 年に

は 28 万トンとピーク時の 1/5 になった。2019 年にはフィーダー船の運行が停止され完全にゼロにな

ってしまった。 

ウォルビスベイ港を経由する国際トランジット貨物については、アンゴラ内陸部向け陸送貨物の減少

分をザンビア向けの増大が埋める形になったが、積替コンテナ需要減少については、それに替わるだ

けの新規需要は誘致できていない。 

その結果、現在のコンテナ取扱量は 17 万 TEU と旧ターミナル時代の容量の 35 万 TEU すら下回り、新

ターミナル完成によって増強された港の取り扱い能力は大幅に余っている。内陸国需要の獲得は最重

要課題であり、戦略的マーケティング・WG（貨物誘致）と物流ハブセンター・WG（有力な国際物流企業

の拠点誘致）のさらなる活動によって新規需要の開拓が期待される所以である。 

新コンテナターミナル完成に伴う港湾運営と物流動線の再編 

新コンテナターミナル完成に伴い、ウォルビスベイ港の港湾運営と物流動線には様々な変化が生じる。

これまでに経験したことない大型船の入出港を安全に行うこと、旧コンテナ・ターミナルの多目的タ

ーミナルへの転用を進めること、既存港湾荷役施設の適切な運用維持管理を進めること、新コンテナ

ターミナルから港湾構内(鉄道との平面交差もある)を経て、中心市街地を抜け、さらに内陸郊外部か

ら産業道路へと続くコンテナ・トレーラー動線を確保すること、港湾直背後の物流拠点用地の整備（物

流ハブセンター開発）を進めることである。 

これらのことは、ウォルビスベイ港の評価を高め・物流拠点としての付加価値を高め、内陸向け国際ト

ランジット貨物誘致のためのセールスポイントを準備するという観点から極めて重要である 

国境関連施設インフラと運用の改善 

フェーズ 2 詳細計画調査時に、国境部の貨物通過容量を拡大することが喫緊の課題であり、フェーズ

2 の活動対象として含めてほしい旨の強い要望があった。ナミビア〜ザンビア国境のナミビア側施設

付近で、混雑・渋滞が発生しつつあり、この渋滞によって、一旦はナミビア・ルートに誘致された国際
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貨物輸送契約がキャンセルされ、南ア経由ルートに流れる可能性が高まっているという。 

港湾を売り込む上で、内陸国境部がボトルネックとなっていては決定的な障害となるのは明らかであ

る。混雑・渋滞の原因を明らかにし、早急に改善策を講じる必要に迫られている。この課題を担当す

る、国境管理 WG 活動のさらなる進展が望まれる。 

1.4.4. マスタープラン実施に対する技術協力プロジェクトフェーズ 2(本プロジェクト)の要請 

フェーズ１の実施の結果、「実施体制の立ち上げ」というプロジェクト目標は達成された。また、内陸

向け貨物獲得のマーケティング活動、幹線道路のアップグレードや鉄道のリハビリといった国際回廊

の優先インフラの整備も着実に進展した。 

その一方で、フェーズ 1 の上位目標であった「2025 年までにナミビアを国全体として南部アフリカ地

域における国際物流ハブにする」という中長期的目標（マスタープランの目標）の実現のためには、残

された課題の解決が不可欠であり、引き続き不断の取り組みが必要とされている。 

ナミビア政府は、「国際物流ハブ構築」のさらなる具体化と進展には日本の技術的支援が必要と判断

し、「国際物流ハブ構築促進プロジェクト」の第 2フェーズを要請した。JICA は 2019 年 9 月に「国際

物流ハブ構築促進プロジェクトフェーズ２」の詳細計画策定調査を実施し、先方政府・関係機関と協議

を行い、2020 年 2 月に討議議事録 （R/D）の合意がなされた。 

詳細計画調査における協議の結果、本プロジェクトでは、(1)これまでの WBCG の取り組みへの支援（WG

活動支援、港湾直背後の物流ハブ・センター整備、戦略的マーケティング活動、内陸国境施設整備を含

む）を継続しつつ、(2) 国際物流ハブ構想実現の要となる港湾整備（陸送部分を含む）を重点支援対象

とすることとなった。 

1.5. プロジェクトの上位目標とプロジェクト目標 

1.5.1. プロジェクトの目標 

(1) 上位目標 (プロジェクトを実施することによって期待される中・長期的な効果 ) 

ウォルビスベイ港全体の貨物取扱量（コンテナ、一般貨物等）が増加する。 

(2) プロジェクト目標 (プロジェクト終了時に達成が期待される効果) 

国際物流ハブ構築マスタープランに沿ったウォルビスベイ港の効率的な運営が実施される。 
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1.5.2. 活動対象地域 

ウォルビスベイ、ウィントフック、国境管理 WG 活動支援の一環として Katima Mulilo (Wenela, Ngoma)

と Buitepos (Trans-Kalahari Border)の二か所の内陸部国境ポイントを活動対象とした。重点回廊は、

Walvis Bay-Ndola-Lubumbashi-Corridor (WBNLDC) と Trans-Kalahari Corridor。 

 

 
出所：JICA Expert Team 

図 3 本プロジェクトの対象地域 

 

1.5.3. 本プロジェクトの実施体制 

(1) 「国際物流ハブ構築マスタープラン 2015」全体の実施体制 

今回の技術協力プロジェクト（以下、プロジェクト）は、ナミビアがロジスティクス・マスター・

プラン 2015 で想定された内容を実現するための支援を行うものである（プロジェクトの内容につ

いては 2.1.3 を参照）。同様に、本事業の実施体制は、図 4 に示すように、マスタープラン全体

の実施体制の一部となるものである。 
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出所: JICA Expert Team. 

図 4 本プロジェクト実施体制とマスタープラン実施の構造 

 

マスタープラン実施にかかわる政策レベルの決定は、国家計画委員会（NPC）、公共事業交通省（MWT）、

産業貿易中小企業開発省（MITSD）、財務省（MOF）の主要 4省庁からなる Steering Committee が決定

する。政策決定を受けて「国際物流ハブ構築マスタープラン」実施全体の調整を担う機関が WBCG であ

る。)
1
 

WBCG の下には、マスタープランでの提言に従ってテーマ別 Working Group（WG）が設置されている。

各WGはマスタープランで提示された優先プログラム／プロジェクトを実施する上で必要となるセクタ

ー横断的な調整・合意形成と実施計画作りを行う。各 WG のメンバーは優先プログラム／プロジェクト

実施担当機関や関係する組織／民間団体等から派遣され、実施について主導的な立場にある担当機関

がリーダーシップを取ることが期待される。各WGに対してはWBCGのスタッフがサポート業務を行う。 

                                                 
1 WBCG：Walvis Bay Corridor Group ウォルビスベイ港を起点とする国際回廊に国際物流を誘致し、物流産業を振興す

ることを目的とする MWT 傘下の非営利官民パートナーシップ組織。 
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(2) 本プロジェクトの実施体制 

本プロジェクトとマスタープラン全体の実施体制との関係は、図 4に示すとおりである。 

(3) 本プロジェクトの実施機関 

本プロジェクトの実施機関 

図 4 に示されているとおり、以下の組織が本プロジェクトの実施機関となる。 

 WBCG：本プロジェクト実施全体の調整を担当。Landside Connectivity WG、戦略的マーケテ

ィング WG、国境管理 WG を対象とする WG 活動に対する支援のカウンターパート。 

 Namport：本プロジェクトの港湾に関連する 3つの活動についてのカウンターパートとな

る。各活動は、関連する WG との調整・連携を図る。 

 

(4) 合同調整委員会（JCC: Joint Coordination Committee） 

JCC を必要に応じて開催し（少なくとも年一回開催）、本プロジェクトの年間計画案の協議、承認、プ

ロジェクトの進捗確認及び目標達成度の確認等を行う。開催地は首都ウイントフックを予定している。

RD に示された JCC の構成メンバーは以下の通りである。 

議長：NPC（事務次官）、副議長：WBCG（CEO） 

メンバー 

【ナミビア側】 

NPC、WBCG、公共事業省 (Ministry of Works and Transport: MWT)、財務省 (Ministry of Finance: 

MOF)、産業化・貿易・中小企業開発省 (Ministry of Industrialization, Trade and SME Development: 

MITSD)、内務省(Ministry of Home Affairs and Immigration: MHAI) 

【日本側】 

JICA ナミビア支所、JICA（本部、国内、その他の在外事務所）、その他日本側が必要と判断した者 

【上記の他】 

※Namport 代表者、JCC 議長から指名された者、日本大使館の職員（オブザーバー参加） 
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2. 活動の結果 

2.1. プロジェクトの結果 

2.1.1. 日本側投入実績 

RD で合意された投入を提供した。詳細は RD、PDM、PO を参照のこと。 

(a) 短期専門家の派遣 

  1) 業務主任者 / ワーキンググループ 

  2) 進入航路 1 

  3) 進入航路 2 

  4) 荷役業務 1 

  5) 荷役業務 2 

  6) 荷役機材 

  7) 港湾構内交通 1 

  8) 港湾構内交通 2 

  9) 後背部地域物流戦略 1 

 10) 後背部地域戦略 2 

 11) 国境管理 

(b) 研修 

本邦研修を下記のとおり 2回実施した。 

1） 港湾荷役・構内交通コース（成果 2,3） ：2023 年 9 月実施 10 名参加） 

2） 物流促進コース（成果 4,5）  ：2023 年 10 月実施  10 名参加） 

(c) 実施費用 

プロジェクト活動実施に必要となる日本人専門家の旅費・研修費用などが負担された。 

2.1.2. ナミビア側投入実績 

RD で合意された投入を提供した。詳細は RD、PDM、PO を参照のこと。 

(a) カウンターパートの配置 

  1) プロジェクト・ダイレクター：任命済 

  2) プロジェクト・マネージャー：任命済 

  3) プロジェクト・チーム構成員（カウンターパート） 

(b) 執務スペースの提供 

プロジェクト用に必要となる執務室や施設を提供した。 

(c) プロジェクト活動に関する費用 

オフィスの水・電気・通信費用、カウンターパートの旅費などを負担した。 

(d) その他 

必要に応じて負担された。 
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2.1.3. 各成果と活動の実績 

各成果とそれを達成するための活動を下表に示した。全ての活動と成果は実行されている。詳細

は各々の PO とモニタリングレポートを参照のこと。 

 

表 1 活動と成果の概要 
成果 活動 

0. 共通 【0-1】 ワーク・プラン（案）・モニタリングシート(1)の作成 

【0-2】 ワークプラン（案）の説明・協議・改訂 

【0-3】 JCC の開催 (1) 

【0-4】 JCC の開催 (2) 

【0-5】 ベースライン調査の実施 

【0-6】 モニタリングシートの更新・ワークプランの更新 

【0-7】 既存の F/S のレビューを含めたデータの収集・ベースライン調査の準

備調査 

【0-8】 COVID-19 により生じた経済的なインパクトの推計 

【0-9】 COVID-19 より生じた物流業へのインパクトの推計 

【0-10】 物流マスタープランの目標値と年次の改訂 

【0-11】 JCC の開催(3)(4)(5) 

【0-12】 モニタリングシートの更新(4)(5)(6)(7) 

【0-13】 本邦研修の実施 

【0-14】 プロジェクト業務完了報告書の作成 

1. 入出港する船舶

（既存バースに停泊す

る）に対して、進入航

路の制約がなく入出港

できるような対応策が

提案される。 

【1-1】 F/S とその他調査のレビュー 

【1-2】 ウォルビスベイ港に入出港する船舶に関するベースライン調査 

【1-3】 安全運航・適切な航路運用を行うための進入航路の形状検討 

【1-4】 進入航路・航行方法の改善策の提案 

2. ウォルビスベイ港

の荷役業務が円滑に実

施される。 

【2-1】 荷役業務に係るベースライン調査の実施 

【2-2】 荷役機材の維持管理業務に係るベースライン調査の実施 

【2-3】 現行の多目的ターミナルで扱われる貨種に焦点を合わせた荷役業務改

善に関するプロポーザルを作成する。そして、それに応じて Namport

の従業員に対して OJT を実施する。 

【2-4】 現行の多目的ターミナルで利用されている荷役機械に焦点を合わせた

にした荷役機械の維持管理改善に関するプロポーザルを作成する。そ

して、それに応じて Namport の従業員に対して OJT を実施する。 

【2-5】 荷役業務/荷役機器維持管理担当者を対象とした本邦研修の実施 

3. ウォルビスベイ港

において、トレーラー

の円滑な交通が実現さ

れる。 

【3-1】 ウォルビスベイ港内外でのトレーラーの動線を観察・分析し、その活

動・滞留時間を把握する。 

【3-2】 Namport による交通改善案をレビューする。  

【3-3】 交通容量を分析することで、トレーラーの円滑な陸上交通（入構・出

構）を実現する手段を提案する。 

【3-4】 Namport のスタッフに対して、「トレーラーの円滑な陸上交通（入構・

出構）」に関する OJT を実施する。 

【3-5】 「トレーラーの円滑な陸上交通（入構・出構）」担当スタッフに対して

本邦研修を実施する。 

【3-6】 陸上交通、計画、対策案の実施に関する課題を抽出する。 
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【3-7】 陸送コスト低減に係る調査結果や対応策の立案について、港湾後背部

連結強化 WG と情報共有する。 

4. 機能・要件を明ら

かにしたウォルビスベ

イの Landside 

Connectivity の開発計

画が策定される。 

【4–1】 後背地とウォルビスベイ港を円滑に連結するための機能と要件を明ら

かにする。これらの機能と要件を共有し、コメントを求める。さらに、

成果３に示した、トレーラーの円滑な交通の要点についても、重要な

条件として情報を共有する。 

【4–2】 連結性強化のための開発計画を策定する。そして、その進捗を適切な

時点で Landside Connectivity WG で共有する。. 

【4-3】 Landside Connectivity 開発計画策定に関してワーキンググループメ

ンバーを支援する。  

【4-4】 Landside Connectivity 開発計画作成メンバーを対象とした本邦研修

の実施 

5. WBCG の活動支援 【5–1】 物流ハブマスタープランの実施に関する WBCG への助言 

【5–2】 WBCG, ワーキンググループ。議長・メンバー、その他マスタープラン

の実施に関連する人物に対して、能力強化を行う。 

【5-3】 物流産業振興活動に関する本邦研修の実施 

【5-4】 ワーキンググループ会議スケジュールと内容に関する計画立案と調整 

【5-5】 ワーキンググループを遠隔会議（オンライン会議）で開催することを

支援する。 

【5-6】 統合国境管理ワーキンググループと共同して COVID−19 対策（緊急/中

期）を作成する。 

【5-7】 統合国境管理ワーキンググループと共同して、COVID−19 後の計画を作

成する。 

【5-8】 戦略マーケティングワーキンググループと共同して COVID−19 対策（緊

急/中期）を作成する。 

【5-9】 戦略マーケティングワーキンググループと共同して、COVID−19 後の計

画を作成する。 

 

2.2. 達成状況 

2.2.1. プロジェクト目標と指標 

プロジェクト目標: 

国際物流ハブ構築マスタープランに沿ったウォルビスベイ港の効率的な運用が行われる。 

プロジェクト目標の指標:  

成果 1: ウォルビスベイ港の岸壁水深に対応した船舶が、進入航路の最小限の制約下で安全に出入

港できる方策が整理される。 

・エンドライン調査結果と改善提言に関するレポートを 2024 年 7 月に Namport に提出した。 

成果 2: ウォルビスベイ港の荷役業務が円滑に実施される。 

指標: 

1) 水産加工船の滞留時間を 51.7 時間/船から 49.2 時間/船に短縮する。 

2) RORO 船の滞留時間を 14.8 時間/船から 13.3.時間/船に短縮する。 

3) 袋詰貨物を積荷とした船舶の滞留時間を 51.7 時間/船から 49.2 時間/船に短縮する。 

活動の結果
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表 2 達成状況 
貨物種類 初期値 

(2021 年 4 月 -2022 年 3 月) 

目標値 

( 2023 年 1 月 – 12 月) 

達成値 

( 2023 年 1 月-12 月) 

魚(水産加工品)  51.7 時/船 49.2 時/船 42.0 時/船 

RORO 船による 

積荷(車両) 

 14.8 時/船 13.3 時/船 12.8 時/船 

袋詰貨物 106.9 時/船 103.7 時/船 135.6 時/船 

・水産加工船と RORO 船については目標値を達成した。  

・袋詰貨物に関する目標値は達成できなかった。これは塩の荷主が、荷役の物理的な効率向上を

最適化する以外の理由により、より小さな船舶を利用することを優先したためである。 

・エンドライン調査と改善に向けた提言を含む報告書を Namport に 2024 年 7 月に提出した。 

成果 3: ウォルビスベイ港において、トレーラーの円滑な交通が実現される。 

指標: 

港湾の取扱貨物量が 2030 年の予測値 211,000TEU に達した際に、トレーラーの港湾内滞留時間

が１時間 22 分をこえない。 

達成状況: 

・エンドライン調査と改善に向けた提言を含む報告書を Namport に 2024 年 7 月に提出した。  

・ナムポートが計画している新ゲートが効率的であるとの条件で、目標値を達成可能であること

が確認された。 

成果 4, 国際物流産業集積拠点としての港湾後背部地域が備えるべき機能、要件を明確にし、港湾

後背部地域との Landside Connectivity 開発計画を策定する。 

指標: 

Landside Connectivity 計画が Landside Connectivity WG において承認される。 

達成状況: 

・ Landside Connectivity WG により、連結性を強化するために提案・促進されているプロジェ

クトがウォルビスベイにおいて、複数存在しており、実施中または計画中である。詳細は、

「2.2.2(3)節  Landside Connectivity WG の結成と開発プロジェクトの提案と実施」を参照の

こと。 

成果 5: WBCG の活動が継続される(ワーキンググループ活動) 

指標: 

1) Landside Connectivity、戦略マーケティング、国境管理のワーキンググループ会議は年に

4回定期的に開催される。 

2) 上記の活動 5-1 に示されたワーキンググループについて、目的/課題、目標とする成果及び

その時期、活動/手段の詳細と役割分担を示した確固たる活動計画が策定される。 

3) 上記の WG に関する計画が終了したのちに成果報告書が作成される。 

達成状況: 

ナミビアを通過する国際トランジット貨物量は 2023 年には 2.16 百万トンと、2016 年の 5.4
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倍に増加している。ワーキンググループの活動からは数多くの改善がなされた。「2.2.2 節、 

上位目標及び物流ハブマスタープラン実施に関するインパクト 上位目標」において、詳細を

示した。 

2.2.2. 上位目標及び物流ハブマスタープラン実施に関するインパクト 

上位目標と目標値・年について、下記に示す。 

上位目標: ウォルビスベイ港を通過する貨物量(コンテナ、一般貨物など)が増加する。 

目標値と目標年: 

ウォルビスベイ港の年間貨物取扱量は 2019/2020 の 4.9 百万トン（ベースライン、COVID-19 以前)か

ら、2027/2028 に 7.5 百万トンに増加する。 

成果 4「ウォルビスベイ港の Landside Connectivity 開発計画が作成される」として Landside 

Connectivity WG において提案された現在計画中・実施中のプロジェクト群、ならびに、成果 5「WBCG

の活動が継続する」に該当する成果の中身は、すべてワーキンググループで提案されたアクションプ

ランとその実行である。これらアウトプットは、以下に示すとおり上位目標達成に向けてのインパク

トを与えたものと理解するのが適当である。理由を以下に示す。 

まず大前提として、このプロジェクトはナミビア国の国家戦略である物流ハブマスタープランの実施

に関する技術協力プロジェクトである。そのために、プロジェクトの上位目標を「ウォルビスベイ港を

通過する貨物量(コンテナ、一般貨物など)が増加する」と設定している。この上位目標は SADC 内陸諸

国の貨物量の増加をナミビアが担うことを想定している。同様に、プロジェクト活動についてもこの

上位目標達成に関わってくる様々な課題を扱うことを想定している。 

次に、ナミビアを経由する国際トランジット貨物（SADC 内陸諸国を起終点とする）の増加こそが、上

位目標を達成するのに必要不可欠な前提条件なことである。ウォルビスベイ港の場合、他の途上国の

港湾でよくある「現在の需要に対して能力不足・非効率性による混雑がボトルネックであり、それを解

消することで取扱量の増加が達成される」というロジックはあてはまらない。というのも、これまでウ

ォルビスベイ港がそこまで混雑したことはないからである。現状はこれとは逆である。ウォルビスベ

イ港の扱い能力はナミビア国の国内物流需要の 3−４倍程度大きく、それゆえに、余剰能力は十二分に

ある。この余剰能力を「売ること」（積替貨物、国際トランジット貨物を扱うこと）なしに、ウォルビ

スベイ港全体の貨物取扱量を増加させることは不可能である。 

上記の文脈において、上位目標達成に関するプロジェクトのインパクトは以下のように要約すること

ができる。なお、インパクトの多くは、今回のフェーズ２単独のインパクトではなく、先行したフェー

ズ１からフェーズ２へと継承された連続的な効果である。 

(1) ナミビアをゲートウェイとした通過貿易量の大幅な成長 

下図に示すように、ナミビアを通過する国際トランジット貨物量は増加し、2023 年には 2.16 百万トン

に達している。これは 2016 年の値の 5.4 倍である。これはマスタープランの実施が効果的であったこ

とを示している。 

マスタープラン策定前はアンゴラへのトランスクネネ回廊が国際回廊の中で最大の貨物量であった。

アンゴラとの取引がなくなったあと、ナミビアを通過する貨物は一度大幅に減少し、2016 年には最低

値となっている。マスタープランでは「アンゴラへの貨物需要はオイルブーム経済に過度に依存した

極めて不安定なものである」という理解のもと、減少リスクが高いことを警告していたが、その予想以

上に早く始まった結果である。 

活動の結果
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しかしながら、これは物流ハブ構想の終わりというよりは、むしろ物流ハブ構築マスタープランが提

唱した「新たなゲーム」のはじまりでもあった。ザンビアと DRC(コンゴ民主共和国:Democratic 

Republic of the Congo)の底堅い需要がある WBNLDC が国際貨物ビジネスを牽引し、アンゴラ市場より

も多い貨物量を達成したのである。この動向を他の回廊ビジネスが追うように増加した。 

しかしながら、「もう安心」とはならない。例えば、2022 年以降、ナミビアを通過する DRC への冷凍

貨物に対する過剰な規則を導入したために DRC への貨物需要は縮小している。ナミビアはこの商機を

一瞬にして失ったため、港湾内に新たに整備した多くのリーファーコンテナ用の電源プラグスロット

のほとんどが空になっている。一歩間違えれば、長年の努力で積み上げたクロスボーダービジネスが

一瞬にして大きな損失を被ることになる。 

 

 
出所：Namport/WBCG "Cross Border Data." 
 

図 5 物流マスタープラン実施期間におけるウォルビスベイ港・ルーデリッツ港通過、 

国際トランジット貨物量 2016-2023 (トン/年) 

WBNLDC の台頭 (ザンビア、DRC 需要) 

2017 年以降、WBNLDC 沿線のザンビア、DRC の需要を獲得しはじめたことにより、貨物量が増加しはじ

めた。これは、内陸国の需要を取り組むための積極的なマーケティング活動が実を結んだものである。

治安面での優位性や一定程度レベル以上の港湾運営がなされていることが、ナミビアの大きな魅力で

あった。この要素は、特にザンビアからの精錬銅（高額貨物）の輸出にとって重要であった。SADC 内

陸国にとって、ナミビアが安全で良好なゲートウェイであることを売り物としてマーケティングする

というアイデアは、マスタープランのシナリオ、提言、フェーズ１、フェーズ２の技術協力期間中のワ

ーキンググループへのインプットにいたるまで、考え方の「核」となった。 

トランスカラハリ回廊の台頭（ボツワナとカラハリカッパーベルトの需要） 

ボツワナのカラハリ・カッパーベルトの銅鉱山の操業が本格化したのに伴い、トランスカラハリ回廊
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を通過するボツワナからの銅精鉱
2
の輸送が 2022 年に劇的に増加した。カラハリ・カッパーベルトから

最も近い大型コンテナ船が寄港できる港はウォルビスベイ港であることから、当然のことながら、カ

ラハリ・カッパーベルトの鉱山からみた積出港としての第一の選択肢となる。 

トランスカラハリ国境はマスタープランと本プロジェクトのワーキンググループ活動においても、最

優先の国境施設の一つである。同国境はナミビア初の OSBP（One Stop Border Post）として、国境施

設の拡張という物理的なアップグレードがなされている。その一方で、ソフト的には、より効率を向上

させる余地が沢山残されている。現状のように、デジタル化がなされず手作業のプロセスが多くある

状況では、ワンストップ（１か所で手続きができること）は、大幅な時間短縮にはならない。ワーキン

ググループで提示された多くの課題は引き続き対処されるべき課題として残されている。 

トランスオランジェ（南アフリカからルーデリッツ港へのマンガン輸送） 

ルーデリッツ港の国際トランジット貨物は 2018-2020 年に劇的に増加した。ルーデリッツ港は南アか

らのマンガン輸送を獲得したのである。ルーデリッツ港には「南アからのマンガンが大部分で、南アへ

の帰り荷なし」という独特の状況がある。 

このマンガン輸送誘致のアイデアは、物流マスタープランの８章に記述されている。したがってマス

タープラン実施の一環である。しかしながら、現在の技術協力の枠組みの優先事項には含まれていな

い。というのも、計画やマーケティングに焦点をあてた本プロジェクトの技術協力では支援できる事

項が限られていたからである。それゆえに、このルーデリッツ港の成功は、純粋にナミビア側のアイデ

アを実現する努力によって成し得たものである。 

今後の展開として留意すべきこととして、マンガン誘致に関する南アの港湾との競争は激しいことで

ある。TRANSNET 社は再びこの事業を南アに取り戻すことに強い関心を示している。それと同時に、マ

ンガン輸送のナミビア側への経済的純利益（採算性）は公共投資を計算に入れて十分に大きいのかに

つき議論がなされていて、今後とも綿密な検討が必要である。いずれにせよ、現段階で、見通しを結論

づけるのは難しい。確実に言えることは、全面的な民間の関与が不可欠な点である。 

(2) ウォルビスベイ港の大型国際物流業者の受入(TiL/TiN 及び AGL) 

ウォルビスベイ港は 2 つの国際的な大物流企業を擁するようになった。これは Namport が行った最良

の判断の一つである。物流マスタープランのシナリオの一部には「アンカー・テナントアプローチ」、

すなわち港湾のすぐ近くに国際的な大手物流企業の拠点を誘致するというアイデアが含まれていた。

マスタープラン策定チームとしては、物流拠点は港湾内に配置されるのが最善と考えていたが、次善

の選択である「港湾外の近傍地に配置する」という形にせざるを得なかった。これは Namport が港湾

内に誘致するというアイデアを受け入れなかったためである。そのため、マスタープラン報告書では

次善の選択肢を盛り込んだ。技術的に最良の選択肢を含めることにこだわることで Namport の反発を

招き、マスタープラン全体（他の多くの本質的で喫緊の活動を擁する計画）が承認されなくなるという

リスクを避けたのである。 

マスタープランに引き続いて実施された技術協力プロジェクト（フェーズ 1 ならびにフェーズ 2）で

は、戦略的マーケティングと物流ハブセンターワーキンググループの活動が始められたが、その会議

において JICA 専門家チームは、港湾の運営と投資に大手物流業者を招くことで、マーケティング力を

迅速にかつ幅広く高めることができる利点を強調し続けた。新コンテナターミナル稼働開始（2019 年

                                                 
2 銅製錬に用いられる原料で、銅が 30%程度含まれており、残りはほとんどが硫黄と鉄。主に硫化鉱から生産される。 
現在、銅鉱山で採掘される「鉱石(Ore)」の品位はおおよそ 1%前後であり、鉱山で選鉱を行って銅の含有量を高めた「精

鉱(Concentrate)」の状態にする。 

活動の結果
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8 月）から約 3 年間、低稼働率（容量の 15%）に直面したのちに、Namport はコンセッションへとシナ

リオを転換することを決定した。2022 年 4 月 8 日に「ウォルビスベイ港新コンテナターミナル（NCT）

のコンセッションに関するプロポーザル提案依頼書」を発行した。翌年 2023 年にはバルクターミナル

（多目的ターミナル）の運営にかかわる入札を募集した。物流マスタープランが想定していた、以下に

示すような、世界的な有名企業が参加する新しいゲームが開始されたのである。 

 Namport は新コンテナターミナルのコンテナ取扱業務を Terminal Investment Limited (TiL)社に

引き渡し、2024 年 10 月 1 日よりコンセッションを開始することを発表した。Mediterranean 

Shipping Company(MSC)の子会社である Terminal Investment Limited (TIL)は、新たにナミビア

に設立した Terminal Investment Namibia (TiN)を通じて同ターミナルを運営する。2000 年に設

立された TiL は 31 カ国で 60 のターミナルを運営し、少なくとも年間 60 百万 TEU を扱っている。 

 Namport は Africa Global Logistics 社（AGL、MSC の子会社、2024 年 3 月 20 日調印）に多目的タ

ーミナル運営権を授与した。AGL は世界 49 カ国に拠点を持ち、約 23,000 人の従業員を擁し、23

の港湾、66 の陸上港、2つの河川港ターミナルを管理している。 

知名度の高い、TiL/TiN と AGL 社が待望の「アンカーテナント」としてウォルビスベイ港内に立地

したことで、ウォルビスベイとナミビアは「一目瞭然」で有力な国際物流ハブの一角を占めると

認知されるようになった。 

上記のように、国際的大手物流企業が港湾内に進出することにより、マスタープランで提案され

た、「物流ハブセンター」を設けて大きな国際的な物流業者を呼び込むとした「アンカーテナント

構想」は実現される見込みとなった。それを受けて、「物流ハブセンターWG」の役割も 2022 年初

頭に完了した。 

(3) Landside Connectivity WG の結成と開発プロジェクトの提案と実施 

新コンテナターミナルとバルクターミナルが強力な国際的有力企業によって運営され、将来見通しが

明るいことから、2−3 年のうちに船舶入港数が増え、貨物処理能力は大幅に増えることが予想された。

次なる課題は、ナミビアが入港数や貨物取扱量の増大を最大限に活用できるかである。この課題につ

いて報告・議論した Steering Committee（2022 年 4 月 11 日開催）では、陸上連結性を改善すること

が新しい課題であり、物流ハブセンターWG を Landside Connectivity WG として再スタートさせて対

応することとした。この方針変更は第 3回 JCC (2022 年 7 月 21 日)において再確認・合意され、PDM に

も反映された。詳細は Annex 5 モニタリングシート Ver 2.0（期間 2022 年 2 月-8 月）を参照のこと。 

新たな Landside Connectivity WG は、喫緊の課題に対しての解決のアイデアを示して共有するための

絶好の共通基盤となった。ワーキンググループへは、港湾利用者(主に物流業者)、Namport(入出構ゲー

ト管理部門)、RA(Roads Authority:道路公社)、ウォルビスベイ市(都市計画担当)等から積極的な参加

を得て継続している。2024 年 10 月現在、以下に示す主な計画を開始し、実施中である。 

 RA はウォルビスベイ市と共同して、市街地を経て港にいたるルートの「最後の１マイル」にあた

る区間の道路を改良中である。RFA（Road Fund Administration:道路基金）はこの開発に必要な

予算枠を今後５年間にわたり確保した。 

 既存市街地の後背地に位置する工業地域で、ウォルビスベイ市と民間の協力によりトラックスト

ップの開発が進行中である。 

 Namport はウォルビスベイ港に、新ゲートを開発している。（入口 5レーン、出口 4レーン、合計

9レーン） 
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 産業道路（砂丘の背後地の道路）の最終区間を RA が整備する。 

詳細については、「Annex2 0-15 JCC7_Project Progress (material for 7th JCC in Nov 2024)」を

参照のこと。 

Landside Connectivity WG 活動を後押しするために、専門家チームは以下に示すデータ分析・調査を

行い、現在のボトルネックがどこにあるのかについてエビデンスとしてナミビア関係者に示した。こ

れらの技術的なサポートによるエビデンスの提供は、ナミビア側がアクションを起こすうえで大きな

サポートとなっている。 

 民間トラック会社の協力を得て、港湾内外を走行する短距離トラックの動向に関わる GPS データ

を収集した（詳細については、「Annex 2, 5-11__JCC5_Output4 and 5.pdf」を参照のこと）。 

 民間トラック会社の協力を得て、回廊を走行する長距離トラックの動向に関わる GPS データを収

集した（詳細については、「Annex 2, 5-20 Long Haul Analysis」を参照のこと。）。 

 民間トラック会社の協力を得ながら、回廊を走行する長距離トラックが国境通過に要する時間に

関するデータを収集した（詳細については、「Annex 2, 5-23 Border Crossing Time」を参照の

こと。）。 

 2024 年 4 月 30 日-5/４のウォルビスベイ港ゲート調査(詳細については、「Annex 2, 4-5 Port 

Gate Survey Report」を参照のこと。) 

(4) 国境管理の改善 

統合国境管理 WG は、参加メンバーが物理的な国境インフラや国境の手続きによる喫緊の課題を提起す

る場所として活用された。このワーキンググループの活動を通じて、以下に示すような多様な成果と

改善実施計画が進行中である。 

 トランスカラハリ（ボツワナ国境）/カティマムリロ(ザンビア国境)の国境で 2023 年 4 月 1 日よ

り 24 時間運用が開始された。 

 トランスカラハリ国境において、施設の拡張と OSBP（One Stop Border Post）化が進められてい

る。施設の拡張については 2024 年 5 月現在 60％、であり、職員の訓練も進められている。 

 カティマムリロ国境の OSBP 化については現在計画中である。 

 公共事業省は合同国境管理関係者委員会を組織し、カティマムリロの国境改善方策を検討中であ

る。 

 ウォルビスベイ港における税関の貨物検査終了までに要する時間を調査するタイム・リリース・

サーベイを NamRA（Namibia Revenue Authority: ナミビア歳入庁)が 2023 年 12 月に実施した。

さらに、トランスカラハリ国境を対象にしたタイム・リリース・サーベイを 2024 年 3 月に実施し

ており、これらを通じて NamRA は手続きにおけるボトルネックを把握することとしている。 

詳細については、「Annex2 0-15 JCC7_Project Progress (material for 7th JCC in Nov 2024)」を

参照。 

(5) 回廊に関する物理的・体系的な課題 

道路・鉄道 WG は、回廊に関する物理的なインフラと制度面に関する課題を取り扱っている。最近にな

って、RA はマスタープランで示された回廊中心部の優先区間を再確認することに積極的に取り組んで

いる。それによって、例えば、長年放置されてきたカリビブ‐ウサコス間の改良工事が現在進行中であ

活動の結果



ナミビア国 国際物流ハブ構築促進プロジェクトフェーズ２ 
プロジェクト業務完了報告書 

 

2-10 

る。回廊上の主な開発は以下に示すものを含んでいる。 

 スワコップムンド – カリビブ (1), カリビブ – ウサコス, 2+1 車線への改良が KfW 

(Kreditanstalt für Wiederaufbau:ドイツ復興金融公庫)との借款プロジェクトで開始された。 

 スワコップムンド – カリビブ  (2), ウサコス – スワコップムンド, 2+1 車線への改良につい

て、設計を実施している。改良についての財源を現在確保している段階である。 

 ウォルビスベイ-スワコップムンド４車線道路(”Dune 7”背後の MR44 道路)。Phase I の 30km に

ついては 97%が完了している。空港道路との立体交差について現在建設中である。 

他にも様々な活動を実施中である。詳細については、「Annex2 0-15 JCC7_Project Progress (material 

for 7th JCC in Nov 2024)」を参照。 

2.3. PDM 改訂の経緯 

プロジェクトの進捗やプロジェクト目標の達成度に応じて JICA 専門家チームは PDM の改訂を提案し、

以下のように承認された。 

2.3.1. 第 1 回 JCC (2020 年 9 月 23 日) 

プロジェクト実施期間は 2020 年 7 月より 2023 年 6 月(実施期間：36 ヶ月)と設定されていた。COVID−

19 感染症の蔓延による影響が大きいことから、プロジェクトの開始を第 1回 JCC の開催日 2020 年 9 月

23 日からの開始として、2023 年 12 月末（実施期間：40 ヶ月)まで継続することを専門家チームは提案

し、承認された。 

2.3.2. 第 2 回 JCC (2022 年 4 月 14 日) 

a) 専門家チームは限られた時間内に任務を遂行するために、貨物荷役の専門家を追加することを提案

し、承認を得た。 

b) 第 1回 JCC では、プロジェクトの実施期間を 2020 年 9 月より 2023 年 12 月末（実施期間：40 ヶ月)

までと設定した。しかしながら、COVID−19 感染症の蔓延による影響が継続したことから、あらため

て、12 ヶ月のプロジェクト延長を提案し承認された。あらたなプロジェクト実施期間は、2020 年 9

月より 2024 年 12 月末（実施期間：52 ヶ月)である。 

2.3.3. 第 3 回 JCC (2022 年 7 月 21 日)  

a) JCC に先立って開催された Steering Committee では、ワーキンググループ活動の進展に伴い、国

際物流ハブ WG を Landside Connectivity WG に変更することを討議・合意した。そこで専門家チ

ームは、JCC においても同様に、「国際物流ハブ WG を Landside Connectivity WG に変更するこ

と」をモニタリングシート I,II(バージョン２,PDM と PO)に反映し、変更することを提案し、会議

での承認を得た。 

ワーキンググループのブランド名を変更した詳細な理由は 2.2.2(2)節 「ウォルビスベイ港の大

型国際物流業者の受入(TiL/TiN 及び AGL)」を参照されたい。 

b) 成果３「トレーラーの港湾構内の円滑な交通」について、現在ナムポートが計画した港湾レイアウ

ト/ゲートを対象にし、将来５年間の交通量の増加に対して、シミュレーションによる分析を行う

ことを専門家チームは提案し、JCC ではこれを承認した。 
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技術・体系的な詳細は、「Annex 2 1-4 Endline Report, 第３章 Landside Traffic Flow Management 

の Challenges and Recommendations for Improving Walvis Bay Port」」を参照のこと。 

2.3.4. 第 5 回 JCC (2023 年 10 月 30 日) 

専門家チームは、下表に示す PDM 上の上位目標及び、プロジェクト目標（成果 2、成果３）の指標につ

いて提案し、JCC 会議の承認を得た。 

表 3 PDM の改訂内容(第 5 回 JCC) 
改訂前 改訂内容 

指標 

 

上位目標:ウォルビスベイ港の貨物取扱量(コン

テナ・一般貨物）が増加する。 

 年間貨物取扱量が XX から YY に増加する。 

 

 

 

 

プロジェクト目標 

国際物流ハブ構築マスタープランに沿ったウォ

ルビスベイ港の効率的な運用が行われる。 

 

1. 対象貨種の貨物船の港内滞留時間が、XX か

ら YY に短縮される。 

 

2. トレーラーの構内滞留時間が XX から YY に

短縮される。 

 

 

指標 

 

上位目標:ウォルビスベイ港の貨物取扱量(コンテ

ナ・一般貨物）が増加する。 

 ウォルビスベイ港の年間貨物取扱量が

2019/2020(COVID-19 以前)の 4.9 百万トンか

ら 2027/2028 には 7.5 百万トンに増加す

る。 

 

プロジェクト目標 

国際物流ハブ構築マスタープランに沿ったウォル

ビスベイ港の効率的な運用が行われる。 

 

1. 水産加工船の滞留時間を 51.7 時間/船から

49.2 時間/船に短縮する。 

2. RORO 船の滞留時間を 14.8 時間/船から

13.3.時間/船に短縮する。 

3. 袋詰貨物を積荷とした船舶の滞留時間を

51.7 時間/船から 49.2 時間/船に短縮する。 

4. 港湾の取扱貨物量が 2030 年の予測値

211,000TEU に達した際に、トレーラーの港

湾内滞留時間が１時間 22 分を超えない。 

理由：のちにベースライン値と目標値を示すために、プロジェクトの活動としてベースライン調査を

計画・実施した。 

 

[上位目標]  

状況は非常に流動的ではあるものの、最近のナムポートの統計、内陸国の需要の増加、ウォルビ

スベイの新コンテナターミナルの民営化、港湾の能力などを考慮すると、ナミビアが国際物流土

生として認識されるためには、取扱貨物量が 150%増加することを目標にすべきである。 

 

[プロジェクト目標] 

1. 水産加工船 

魚を対象貨物種に選定することと、初期の目標値については、第 4回の JCC で合意された。カー

トンの重量、パレットの形状による違いは生産性に大きな違いをもたらす。これらを考慮して魚

の貨物の所要時間に関する目標値を設定した。 

 

2. RORO 船の貨物 

RORO 船の積荷を対象貨物種に選定することと、初期の目標値については、第 4 回の JCC で合意

された。RORO 船は幅広い様々な車両を扱う。そのために、荷役業務を標準化するのは困難であっ

た。しかしながら、Namport と専門家チームは議論ののち、目標値を設定について合意した。 

 

3. 袋詰貨物運搬船 Bagged cargo vessels 

袋詰貨物を対象貨物種に選定することと、初期の目標値については、第 4 回の JCC で合意さ

れた。袋詰貨物は、形状と袋あたりの重さを標準化することが可能である。Namport との議論

活動の結果
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ののち、所要時間に関する目標値の提案に合意した。Namport が良好なスプレッダーを導入し

た場合、想定した改善が可能になる。 

 

4. トレーラーの港内所要時間 

新たなレイアウト案が完成した際のトレーラーの流動のシミュレーション結果を代表する２番

目の指標を再設定した。第 4回 JCC で合意したように、技術協力での活動では、港のゲートが、

再設置され、2030 年の貨物量において、港湾内の混雑を予測することに焦点をあてる。現状の混

雑を扱うものではない。そのための最新の状況を用いた指標を再定義した。 

 

 

2.4. その他 

特になし 
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3. ジョイント・レビューの結果 

3.1. DAC 評価基準に基づくレビュー結果 

3.1.1. 妥当性 (Relevance) 

本プロジェクトの「妥当性」は非常に高いと評価された。「妥当性」とは、本プロジェクト（intervention）

の目的やデザインが、受益者・世界・国・パートナー／機関のニーズ、政策、優先事項に対応し、また

状況が変化した場合にも引き続き対応できる度合いのことである。 

開発政策への対応 

本プロジェクトのナミビアの開発政策への対応度は非常に高い。 

• 本プロジェクトは、ナミビアによる物流ハブマスタープランの実施を支援するものである。マスタ

ープランでは、開発シナリオ、基本戦略、最重要アクション（優先投資プロジェクト、政策形成の

ための各種プログラム、および組織体制づくり／人材育成を含む）が提案された。  

• 物流ハブマスタープラン（2015 年 3 月）の作成は、ナミビアの第４次国家開発計画（NDP4、2012/13

〜2016/17）の最重要事業の一つとして実施された。NDP4 では同国が「南部アフリカ地域での国際

物流のリーダーとなる」ことが国家戦略目標の一つとして明記されている。同マスタープランは完

成と同時に NPC に承認され、そのまま正式な国家計画文書となった。このマスタープランは、本報

告書の「本プロジェクトの背景」で触れられているとおり、JICA による開発計画型技術協力プロジ

ェクトによって作成された。 

• ナミビアの第 5次国家開発計画（NDP5、2017/18–20221/22、次期大統領就任の 2025 年 3 月まで延長

された）においても物流産業振興は引き続き優先開発事項とされている。NDP5 では「2022 年まで

に、SADC と世界市場をつなぐ国際水準の物流ハブとなるための持続可能な交通システムを確立する」

ことが国家目標の一つとして挙げられている。また、その目標達成の方法は、「物流ハブマスター

プランを実施すること」と明記されている。 

• ナミビア政府高官は、国際的なイベントにおいて、物流マスタープランの実行が国家目標の一つで

あることを表明している。一例として、2023 年 2 月 1〜3 日にナミビアとザンビアの国境の町であ

る Katima Mulilo で開催された地域国際会議「NAMIBIA - ZAMBIA JOINT BORDER MANAGEMENT MEETING 

- ZVTC KATIMA MULILO NAMIBIA -」には、ナミビアとザンビアの交通・物流分野担当大臣が参加し、

ナミビア側から「国際物流ハブとなることはナミビアの国家目標である」旨が表明された。 

開発ニーズへの対応 

本プロジェクトの開発ニーズへの対応度は非常に高い。 

• マスタープランでは、実施される行動の一貫性を保ち、マスタープランで意図された相乗効果を実

現するためには、官民両部門の幅広い関係者の間で緊密な調整を図りながら、提案された行動を統

合的に実施しなければならないことが明らかになった。  

• ナミビアに最も必要なのは、(i)第一に、このような調整のための制度的な環境を整備すること、

(ii)第二に、開発シナリオと戦略に対する関係者の認識と理解を深めること、そして(iii)具体的な

行動計画を立てるためのポイントを押さえた議論のプロセスに関係者を参加させることで、技術的・

経済的に実行可能性のある優先事項の特定における関係者の能力を高めることである。 プロジェ

クトのすべての活動は、これらのニーズを満たすようにデザインされ、実施された。  
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3.1.2. 整合性 (Coherence) 

本プロジェクトの「整合性」は高いと評価された。これは、ナミビア国、当該セクター、対象機関にお

ける他の介入策との適合性を示すものである。 

• 上述のように、マスタープラン（2015 年 3 月）で提案された物流ハブ構想は、現在の国家開発計画

5（NDP5、2021/22 年度までの 2017/18 年度、2025 年 3 月まで延長）の不可欠な一部となっている。

このことは、まさにこのプロジェクトが国家開発の全体の文脈と非常に整合性が高いことを証明し

ている。 

• このプロジェクトは、日本政府と JICA によって、ナミビアに対する現在の協力政策と活動の中核の

ひとつと位置付けられている。 

• プロジェクトはドイツ（GIZ(Deutsche Gesellschaft fur Internationale Zusammenarbeit ドイツ

国際協力公社)と KfW）が物流ハブマスタープラン実施への参加を促した。マスタープランで提案さ

れた優先プロジェクト／プログラムは、GIZ と KfW に好意的に受け入れられ、その後、マスタープ

ランで提案された活動のうち、本プロジェクトが資金などのリソースを提供していないものに対し

て、資金的・技術的インプットの両方を提供し始めた。 これは JICA 専門家チームとの緊密な連携

と調整によって行われた。例えば、マスタープランで特定された回廊の優先区間の一つである

Karibib – Usakos 間の道路改良プロジェクトは、KfW の資金で進行中である。 

3.1.3. 有効性 (Effectiveness)3 

本プロジェクトの「効果」は 高いと評価された。プロジェクトの目的が達成され、この達成がプロジ

ェクトの実施によって促進されたことが確認された。アウトプットの実績については、前章の「2.2 プ

ロジェクトの実績」を参照されたい。 

3.1.4. 効率性 (Efficiency)4 

「効率性」は経済的かつタイムリーな方法で結果を生む又は生むような介入実施がなされた度合いで

評価される。 

日本側 (効率性は高い) 

• 2 章で述べたように、唯一の例外（袋詰め貨物取扱いの効率性）を除いて、計画されたアウトプッ

トはすべて 100％の達成レベルに達した。 

• 日本側の「インプット」に関しては、必要なインプットはすべて予算内で計画通り、またプロジェ

クト期間内に投入された。 

• 日本側が効率的に業務を実施できたのは、ナミビア側が日本側からのインプットに対して適切に反

応すべく善処したことによる。 

 

                                                 
3「有効性」は、プロジェクト実施の結果、プロジェクトの目的が達成されたかどうかで判断される。プロジェクトの目

的とアウトプットの達成度は、PDM に設定された指標を用いて測定される。 
4 注釈：「経済的」とは、同じ条件下で実現可能な代替手段との比較で、インプット（資金、専門技術、天然資源、時

間など）からアウトプット、アウトカム、インパクトへの変換で費用対効果が最大限となる方法を指す。「タイムリー」

は、計画期間内又は状況変化へ合理的に調整した期間内での実施を指す。これは、実施運 営の効率性の評価を含むこと

もある（介入がいかに上手く管理されたか）。（出所：外務省「DAC 評価基準〜和文翻訳版」） 
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ナミビア側 (効率性は普通) 

• 2 章で述べたように、唯一の例外（袋詰め貨物取扱いの効率性）を除いて、計画されたアウトプッ

トはすべて 100％の達成レベルに達した。 

• ナミビア側の「インプット」に関しては、プロジェクト期間中、最低限必要なインプットは提供さ

れていた。しかしながら、約束通りに人員が配置されなかったことも何度かあった。そのような場

合には、日本側が追加的な支援を提供し、運営を維持した。（詳細な経緯については 5.補足資料を

参照） 

• WBCG が配置する人員が不足していたため、彼らへの技術移転は計画通りには行われなかった。

（詳細な経緯については 5.補足資料を参照） 

プロジェクト実施期間 

• プロジェクト期間は延長されたが、それは COVID-19 の流行によるものであった。 従って、効率性

の観点からは評価対象外と考えられる。 

3.1.5. インパクト (Impact)5 

「インパクト」とは、上位目標 (overall goal)の達成度、政策やコミュニティへの貢献度、他事業へ

の貢献度などである。本プロジェクトの「インパクト」は、妨げとなる政策がなければ、もっと高くな

ったかもしれないという期待を込めて「良い」と評価された。例えば、過積載違反に対する過剰な処罰

や、国際トランジット輸送中の冷凍鶏肉 に対する過剰な規制などは、目標達成を遅らせるマイナスの

影響があった。なお、プロジェクトの実施による直接的・間接的なマイナスの影響は見られない。 

上位目標 (overall goal)と指標は、第 2章「2.2.2. 物流ハブマスタープランの実施のインパクト" に

まとめたとおりである。 

なお、特筆すべきは、ウォルビスベイ港のコンテナポートゲート調査のために、NUST/NGCL から 14 名

のインターンを調査員として受け入れたことである。彼らはこの機会を通じて、ロジスティクス・ハ

ブ・マスタープランと自国の物流の実情を学んだ。これは将来世代への間接的なプラスのインパクト

と考えることができる。 

3.1.6. 持続性 (Sustainability)6 

「持続性」とは、物流ハブマスタープランの実施による便益が継続する可能性の度合いを指す。本プロ

ジェクトの「持続性」については、「普通」と評価した。 

国際競争は厳しい - 規制が「ビジネス・キラー」にならないか慎重な検討が必要 

これまでのように国際トランジット貨物ビジネスが増加する（もしくは最低でも維持する）というマ

スタープラン実施による利益の持続が可能かどうかは、ナミビアが国際トランジット貨物の流れを促

進するうえで適切なポリシー・ミックスを維持できるか否かに依存する。とりわけ、同国を通過する国

                                                 
5 注釈：インパクトは、介入の最終的な意義と潜在的に変容しうる効果を扱うもの である。インパクトは有効性の基準

で既に捕捉されているものよりも、長期的または広範囲で、介入の社会的、環境的、経済的な効果の特定を求めるもの。

短期 的な結果を超えて、この基準は、間接的、二次的、潜在的な介入の結果の把握を 求める。それは、システムや規範

の全体的かつ永続的な変化、及び人々の幸福、 人権、ジェンダー平等、環境への潜在的な影響の調査によるものである。

（出所：外務省「DAC 評価基準〜和文翻訳版」） 
6 注釈：長期的に純便益を維持するために必要なシステムの財政的、経済的、社会的、環境的、制度的能力の調査を含

む。レジリエンス、リスク、潜在的なトレードオフの分析を含む。評価タイミングに応じ、 純便益の実際のフローを分

析し たり、中長期にわたる純便益の継続見込みの計算を含め得る。（出所：外務省「DAC 評価基準〜和文翻訳版」） 
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境を越えた国際トランジット貨物を管理する方法として、旧態依然とした過剰規制や不必要なペーパ

ーワークを減らすことが重要である。 

ナミビアの国際物流ビジネスの非常に大きな部分は、ザンビアやコンゴ民主共和国といった SADC の内

陸地域の需要に依存している。ナミビアを国際ゲートウェイとして利用する内陸部の顧客には、ナミ

ビア・ルートとは異なる選択肢や代替手段がある。例えば、モザンビークのベイラ港を利用するなど、

他の回廊や港に素早くシフトすることができる。実際に、ナミビア農業省がナミビア国内を通過する

冷凍貨物に対して煩雑な追加手続きを導入したために、ブラジル産の DRC 向け冷凍鶏肉輸送の大半が

ナミビアからベイラ港にシフトしてしまった。 

本プロジェクトでは、国際物流ハブとしてのナミビアの評判をあっという間に台無しにするような制

度的なボトルネックが導入される場面に何度か直面することがあった。ワーキンググループにとって、

このような「ビジネス・キラー」を素早く特定し、取り除く方法を見つけることが、喫緊の課題である。 

コミュニケーションの強化〜規制を導入する前に広く原案を共有・議論する 

憂慮すべきは、このような制度的なボトルネック（主に規則や規制）が、民間セクター、工業貿易省な

どの関係省庁、そしてそれらから生じる予見可能な影響を評価するための適切な専門家らとの綿密な

事前協議なしに導入されることが多いということである。この問題を閣僚委員会のようなハイレベル

な政策決定の場に持ち込むことは、Steering Committee の重要な使命と考えられる。（モニタリング

報告書 version 4） 

現状では、ナミビア政府には様々な考え方が混在している。政府の中には、ビジネスに対する鋭い感覚

や国際的な常識をよく理解している人がいる一方で、結果を考えずに旧態依然とした手続きが突然導

入される場合もある。ナミビアが国際物流ハブになるためには、世界に通用するビジネスの現実を知

った上で、バランスの取れた政策判断を導入することが不可欠である。ワーキンググループが、政策立

案者と現場の物流ビジネス・コミュニティとのコミュニケーション・チャネルとして機能し続けるこ

とができるように、その機能を強化することが推奨されるが、現在ワーキンググループの活動に提供

されているマンパワーと予算は十分ではない。 

3.2. 実施及びアウトカムに影響を及ぼした主要因 

ワーキンググループ活動を効果的なものにする鍵は、直近のボトルネックの解消に焦点を絞った取り

組みを続けることである。この方針を維持したことで、ワーキンググループは、現場の官民双方の実務

者の現実や声を取り上げ、ボトルネックを解消するためのアイデアを伝えるための安全で効果的なプ

ラットフォームとして認知されている。最も重要なことは、民間部門がマスタープラン実施に向けた

活動に積極的に参加するようになったことである。 

ワーキンググループを活発かつ効果的なものにするには、以下の 3つのファクターが重要である。 

• 第一に、ワーキンググループの議題は、現場の実情に則した問題に絞り、ディスカッションが直近

のボトルネックに一直線に向かうようにすること。 

• 第二に、ワーキンググループは議論を通じて具体的なアクションを提案すること。 

• 第三に、ワーキンググループでの議論の後、ワーキンググループの主催者／議長は、提案に沿って

行動を起こすべきステークホルダーに提案内容を伝え、次回の作業部会までに回答やアクションを

とり、その進捗状況を報告するように求めること。（モニタリングシート v4） 
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3.3. リスク管理の結果 

ナミビア側と日本側のリスク管理活動は以下の通り。 

 「2.3. PDM 改訂の経緯」でも述べたように、COVID-19 のパンデミックによりスケジュー

ルが変更になった。 

 この不測の事態に対処するにあたっては、リモート会議を活用したナミビア側と日本側の

連携行動が功を奏し、COVID-19 によって生じた現地活動ができない期間を補い、その後

の現地活動の再稼働に成功した。  

 最終的に、プロジェクトの目的とアウトプットは計画された目標レベルに達した。 

3.4. 得られた教訓 

上記の説明に基づいて本プロジェクトから導き出された教訓は、以下に要約されたとおりであり、

将来の類似プロジェクトを実施する際に参考になると考えられる。 

教訓 1：相手国側が「何をしたいのか」について明確に応えること 

本プロジェクトの最も重要でユニークな特徴は、先行したマスタープランにおいて提案された優

先プロジェクトおよび活動から選択された特定のプロジェクト／活動実施だけに絞り込むのでは

なく、マスタープラン全体の実施を支援するという立場をとったことである。これは、明確な意

図を持ってそのようにデザインされたのであった。なぜならば、マスタープラン策定の過程で明

らかになったナミビアの抱える最も深刻な問題は「ナミビアでは組織間の協議が全くない」とい

う事実であったためである。異なる組織間のこのような「協調や協力の欠如」はナミビアだけで

なく、他の多くの国々でもよく指摘される。しかしながら、日本の技術協力プロジェクトという

形でこの問題に直接的かつ真正面から取り組むことは稀である。にもかかわらず、このような形

で案件が形成されたのは、ナミビア側の強い要望があったからである。 

教訓 2：ワーキンググループで扱う事柄は、早急に解決が望まれる具体的な問題の解決に絞ること 

ワーキンググループで扱う事柄は、早急に解決が望まれる具体的な問題とその解決策を見つける

ことに絞ることが重要である。ワーキンググループは、現場で物事を扱う関係者の経験と知識を

動員するために効果的なプラットフォームであることが確認された。これまで、幅広い見解を共

有しつつ協働で解決策を模索する機会はほとんど存在しなかった。注意すべきことは、扱われる

議題があまりにも教科書的または学術的すぎる場合、ワーキンググループのメンバーは興味を失

い、会合での議論も低調になるという点である。  

教訓 3：実践を通じて学ぶこと 

計画立案のスキルを向上させる方法として最も効果的なのは「実践を通じて学ぶこと」である。

計画作りとは「開発事業のうち何を最初にやるべきであるか」を考えることであり、そのために

は「戦略的優先度」と「実行可能性」がどうやって決まってくるのかについてよく理解している人

材が求められる。したがって、そのようなスキルを持った人材のベースを広げることが非常に重

要である。本プロジェクトは、様々なアクションプラン作りの導入部分を支援するための技術的

インプットとして「たたき台」としての「計画作りパッケージ」を提供した。その上で、ナミビア

側のメンバーが「たたき台」をもとに分析／検討を引き継ぎ、自らの言葉と考えでアイデアを発

表できるようになることが重要である。専門家チームは技術的なアドバイザーとしてこれをサポ

ートする立場に立つことが求められる。本プロジェクトでは WBCG や各 WG 議長が自ら計画づくり

を行えるようになってきており、このようなアプローチは、ナミビア側メンバーの責任感と使命

感を高めるのにも効果的であることが確認された。  
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教訓 4：忍耐強く、かつ、柔軟に対応すること 

技術協力プロジェクトの実施においては、プロジェクトチームの権限やコントロール可能な領域

を超えて、大小の遅れの要因が発生する。このことは、実際の現場での事業／活動実施を含むプ

ロジェクトでは珍しいことではない。そのような場合は、第 1 に、「忍耐強く」状況を観察し事

態を正確に理解することが重要である。第 2 に、その要因を取り除くことが難しく、元のスケジ

ュール通りの進行を維持するのは不可能（無意味な消耗と軋轢が生じる）と判断される場合には、

原計画にこだわることなく（プロジェクト目的が損なわれない限り）、カウンターパートと綿密

に協議した上ですぐに次善の策または代替案を検討することで対応すべきである。  

教訓 5：可能な限り頻繁に各地に点在する現場を視察すること 

百聞は一見に如かず。現場では、多くのことが起こっていて、その状況は至るところで変化して

いる。したがって、遠隔地であっても、できるだけ現地を訪問し、現場で何が起こっているのかを

確認し続けることが重要である。本プロジェクトでは、貿易状況などの変化に民間が対応しよう

とする中で、国際物流のやり方が、それまで予想していなかった方向に非常に急速に変化／発展

したケースも確認された。また、そういった最新の変化を把握する上で、地元の民間部門と良好

な信頼関係を築き、情報収集チャネルを確保しておくことも非常に重要である。  

教訓 6：活動記録の蓄積と整理 

プロジェクト実施の関係者間での情報の共有は、プロジェクトの信頼と効率的な運営を築くため

の鍵である。共有すべき情報には、議事録、テクニカルノート、ディスカッションペーパー、プレ

ゼンテーション資料、ワーキンググループのメンバーリストなどが含まれ、情報量は膨大なもの

となる。まずは情報が散逸しないように確実に蓄積し、体系的に整理することを標準的な業務手

順（習慣）とする必要がある。そのうえで、本プロジェクト完了時点では、まだ準備段階に止まっ

ているが、優れたセキュリティとアクセス制御手段を備えたクラウドサーバーを使用することを

検討するべきである。 
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4. プロジェクト終了後の上位目標達成の見込み 

4.1. 上位目標達成の見込み 

プロジェクトの上位目標とターゲットは以下の通りに設定されている。 

上位目標: ウォルビスベイ港の貨物取扱量（コンテナ、一般貨物など）が増加する。 

ターゲット貨物量と目標年: 

ウォルビスベイ港の年間貨物取扱量は、2019/20 年のベースライン（COVID-19 以前）の 490 万トンか

ら、2027/28 年には 750 万トンに増加する。 

ナミビア経由の輸送が南北回廊の代替ルートとして注目を集めつつある現在の「追い風」条件を考え

れば、上位目標を達成する可能性はかなり高い。 

国際物流ハブ構築マスタープラン完成と実施着手（2015 年）から 9 年、ナミビアの物流企業の奮闘に

よって国際中継物流量は 5 倍増、加えて、待望の国際的超大手コンテナターミナル運営会社（世界最

大のコンテナ輸送量を持つ MSC グループ傘下の TiL 社）の進出・投資もはじまり、国際物流ハブとし

てテイクオフするのは時間の問題というところまで来ている。 

本報告書の 2〜3章で詳しく述べたとおり、本プロジェクトの成果とアウトプットは、ナミビアが近い

将来、全体目標を達成するのに大きく貢献している。 注意すべき点は、 国際トランジット貨物ビジ

ネスを即座に減少させるような過剰規制を導入しないことである。 

4.2. 上位目標達成のための相手国の実施体制・計画 

ロジスティクス・ハブ・マスタープランの実施体制は、当面のところ、現在の形が継続される見込みで

ある。（2027 年をめどに実施体制の変更が想定されるが、詳細は 5.補足資料を参照） 

4.3. ナミビア側への提言 

JICA の現在の技術協力が 2024 年 12 月に終了することを踏まえ、NPC と MWT は、JICA 専門家チームの

存在なしでも、堅固で効果的かつ自立したマスタープランの実施枠組みを構築するため、組織体制を

強化する措置を講じることで合意した。 

NPC、MWT、WBCG、JICA ナミビア、JICA 専門家チームは 2024 年 5 月 20 日、NPC 会議室にて第 6 回合同

調整委員会（JCC）を開催し、これまでマスタープラン実施の中核を担ってきたワーキンググループ活

動の進捗と成果をレビューした。各ワーキンググループは、高い当事者意識を持った積極的な議長に

率いられ、マスタープランの実施に大きく貢献し、同様に過去 8 年間で 5 倍以上に増加した国境を越

えた物流の成長にも大きく寄与していることが確認された。 

専門家チームは、ナミビア側に対し、より強固な制度的基盤を作り、ワーキンググループをさらに強化

するための行動をとるよう提言した。JCC では、その方法について話し合われたが、これまでのところ、

NPC と MWT は、これまでよりもフォーマルなプロセスを通じて、ワーキンググループの主導的役割を果

たす担当機関を MWT 次官名の文書によって任命することで合意している。また、各ワーキンググルー

プの議長・副議長には、担当機関から指名された者が就任する。 

ナミビア側には、担当機関と議長の任命プロセスをできるだけ早く完了させ、ワーキンググループ活

動が継続されるようにすることが推奨される。（詳細な背景は 5.補足資料を参照） 
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4.4. 事後評価までのモニタリング計画 

該当しない。 



 

5. 補足資料（和文のみ） 

(1) はじめに 

2027 年ごろを目処にマスタープランの実施機関は WBCG から新たな組織に変更される見込みである。

専門家チームは、継続的にこの動きをフォローし、プロジェクトの実施並びに効果の継続性を担保す

べく「出口戦略」を念頭に置いてプロジェクト実施を進めてきた。英文本編に盛り込まれたナミビア側

への提言は、この「出口戦略」へのフォローを求めたものである。 

その一方で、この「WBCG から実施機関を変更すること」は、プロジェクト完了時にはまだナミビア側

関係者間で共有されていないため英文本編への記載は見送る。他方で、日本側が事後評価などによっ

て本件をフォローする際には、「実施体制の変更」について承知しておいたほうが良いと思われること

から、和文版報告書に限定して詳細に記載した。 

(2) 物流ハブ構築マスタープラン実施体制を変更する背景 

マスタープラン実施体制は 2027 年ごろを目処に一部変更される見込み 

これまでの物流ハブマスタープラン実施の成果ならびにそれに対する日本の技術協力の貢献について

は、2024 年 11 月 19 日に開催された最後の JCC でも極めて高く評価された。特にボトルネック解消に

向けての活発なワーキンググループ活動は、大きな成果をあげており、その活動の継続についても熱

心である。その実施機関である WBCG はマスタープラン作成時から実施まで、長年にわたりナミビア側

CP の中核を担ってきた。しかしながら、MWT と NPC は、予算の配分・人員の配置等の課題により、WBCG

は期待する役割を果たさなくなったと認識している。マスタープラン実施を監督する MWT からの 2024

年 11 月時点での情報共有によると、2027 年度を目処として、MWT 主導で NPC との調整のもと、別組織

を新設してマスタープラン実施機関とする方針である。また、その方針を次期国家開発計画（NDP6）に

盛り込む予定で準備中である。 

専門家チームから見た実施組織に関わる課題とプロジェクトへの影響 

2022 年 COVID−19 による影響が軽減され、現地活動を開始したところ、WBCG の Logistics Hub 

Department (LHD)の人的資源と予算の配分に問題が見受けられたため、改善を要望したが、効果は見

られなかった。そのため、MWT、NPC は「WBCG の実施運営体制の機能低下」を前提とし、中長期的には

上述した「実施体制の変更」を行うこととした。さらに、短期的には WBCG/LHD を中心とするナミビア

側 CP と緊密に協議し、技術協力の成果を最大化するよう運営方針や出口戦略を調整した。 

(3) 実施体制を変更することに対するプロジェクト側の対応について 

出口戦略の見直し 

WBCG/LHD 自体は可能な限り積極的に活動に参加し続けたが、本プロジェクト開始時点の PDM で前提と

した WBCG/LHD チームに頼ったワーキンググループ活動の運営を想定することは難しくなった。その一

方で、ワーキンググループ活動自体は、多くのステークホルダーの積極的な参加、提案の発信、アクシ

ョンの開始、進捗情報の共有、というサイクルがはじまったことによって、具体的な成果をあげた。 

なお、本プロジェクトの PDM 上、成果５の Narrative Summary は “The activities of WBCG will be 

continued.”となっているが、同成果の Objectively Verifiable Indicators に示されている通り、

本質的に継続されるべき活動はワーキンググループ活動とアクションプラン作成である。ナミビア側

が実施体制を変更するのであれば、それにかわってワーキンググループをサポートする手段の確保を

支援するのが本プロジェクトの本質的な役割と判断した。WBCG に替わる MWT 直下の新組織立ち上げは
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プロジェクト完了から 3 年後であり、それまでの期間も機能低下する見込みであることを、専門家チ

ームは考慮して出口戦略を検討した。 

ワーキンググループ活動の責任を現場で主導する組織に公式に移譲する 

このような背景のもと、効果的なワーキンググループ活動を継続するための次の手段として、2024 年

5 月下旬に専門家チームは、ワーキンググループ活動を WBCG 依存から関係機関がオーナーとなって運

営する自律的な枠組みへと転換することを提案し、双方の機関から合意を得た。提案内容と具体化に

向けての経緯は以下の通りである。 

• ワーキンググループの自立：プロジェクト開始当初より進めてきた、各々のワーキンググループの

主体性・自立性を高めることを強化した。具体的には、グループごとの中心課題に関連する業務を

所掌する機関関係者にワーキンググループの議長をアサインする等、関係機関の巻き込みを強化し

た。さらに WBCG からの依頼で就任した各議長が主体的に取り仕切る形となった。 

• 自立の公的な追認と加速：この流れをマスタープランの実施を主管する政府機関である MWT からの

任命レターを出すことによって公式に追認し、さらに議長の所属する組織のトップにもホスト組織

としてワーキンググループ運営責任があることを承知してもらうことによって、今まで以上に、議

長の裁量がはっきりし、議題の選択と提示はもとより、ホスト組織の会議室利用、会議費予算、さ

らには補佐役の確保などにつき、ワーキンググループ活動のために活用することが可能となる。各

グループの活動の議長を務める主要機関のイニシアティブで、分権的・自律的に運営してもらうた

めの「お墨付き」を MWT から出すことで合意した。 

• 公式任命レターの作成に着手：2024 年 7 月末に、MWT の次官（ED）名で各 WG の運営担当組織になる

ことを当該組織のトップ宛に依頼し、同時に、その組織から当該 WG の Chairperson を任命するよ

う依頼する公式レターがドラフトされた。 

• WBCG 依存の解消：WBCG は当面の 3年間は関与し続けるが、リモート会議設定、案内状の送付、出席

者リストの作成などといったロジサポートに軸足を置いた事務局機能に限定される。 

残されている宿題〜担当ホスト機関と議長の任命プロセスをできるだけ早く完了する 

以上の「出口戦略」をとったことにより、今後のマスタープランの実施に、大きな影響は生じない体制

ができあがるものと考える。ただし、以下の宿題が残っている。これらを実施することにより、担当機

関と議長の任命プロセスをできるだけ早く完了することが求められる（英文完了報告書に記載済み）。 

• 遅れている公式任命レター発出を確実に進める：2024 年 8 月 19 日に、公式レターの最終確認も完

了したものの、2024 年 11 月 8 日時点で未発送である。このレターの発出を急ぐ必要がある。 

• Steering Committee によるワーキンググループ体制の承認：公式任命レターの発送を受けて、各ワ

ーキンググループのホスト機関と議長を、Steering Committee に召集し、分権自立型のワーキング

グループ体制を確実なものとすべく、そのお披露目と承認を行うことが求められる。 
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Joint Strategic Marketing and Landside Connectivity WG/ 1 

NO. NAME & SURNAME ORGANIZATION POSITION 
1 Mr. Philemon Mupupa 

/ Chairperson for Strategic 
Marketing WG 

Namport Business Development Partner 

2 Ms. Yvonne Mutumbulua 
/ Chairperson for Landside 
Connectivity WG 

Namport Head: Gate Operation 

3 Mr. Trevor Ndjadila Namport Business Development Manager 
4 Mr. Gotfried Araeb Namport Chief Business Strategy & 

Optimisation 
5 Mr. Immanuel Hango Namport Engineer: Infrastructure 

Maintenance 
6 Mr. Nathan Kasheka Namport Port Engineer 
7 Mr. Ephraim Nambahu Walvis Bay Municipality Town Planning Officer & Building 

Control 
8 Mr. Isai Haikela Roads Authority Liaison Officer: Engineering 

9 Mr. Oshoveli Hiveluah Roads Authority Divisional Manager: Networking 
Planning 

10 Mr. Tomas Nghishekwa Roads Authority Senior Transport Economist 
11 Ms. Angela Kabende Roads Authority Principal Transport Economist: 

Network Planning and Consultant 
12 Mr. Kendal Swartz TransNamib Executive: Commercial and 

Marketing 
13 Mr. Veritunga Karutjaiva TransNamib Sales Consultant 
14 Ms. Namvula Ankama TransNamib Manager: Business Development 

and Market Research 
15 Ms. Laina Buchholz TransNamib Accountant 
16 Mr. Paulus Mwanyekele TransNamib Depot Supervisor 
17 Mr. Mike Neidel TransNamib Station Master 
18 Mr. Christian Faure Namibia Airports Company Executive: Commercial Services 
19 Mr. Margreth Gustavo NIPDB (Namibia Investment 

Promotion and Development 
Board) 

Executive Director: Strategy & 
Branding 

20 Mr. Robert Simon NIPDB Manager: Trade and Investment 
Policy 

21 Mr. Patrick Tongo NamRA Regional Manager: Western 
Operations 

22 Mr. Paul Ndelelwa NamRA Senior Customs Officer: 
Clearance & Enforcement 

23 Ms. Susan Beukes NamRA Manager: Northern Region 
Operation 



Joint Strategic Marketing and Landside Connectivity WG/ 2 

NO. NAME & SURNAME ORGANIZATION POSITION 
24 Mr. Johan van Dyk Maersk Namibia 

 
Namibia and Cross Border 
Country Manager 

25 Ms. Michelle Kirov Trade Ocean Marketing Director 
26 Mr. Blessed Mateta Triumphant College Head of Department  
27 Mr. Leonard Shidute Portside Marine Services Founder 
28 Dr. Augusta Shigwedha MAWLR (Ministry of 

Agriculture, Water, and Land 
Reform) 

State Veterinarian, Directorate of 
Veterinary Services 

29 Mr. Rodney Brussel Sea Rail Botswana Operations Manager 
30 Mr. Joel Griffiths Zambia Cargo & Logistics Operations Supervisor 
31 Mr. Nico Oberholzer LSS Namibia Chief Executive Officer 
32 Ms. Leena Sindano NPC (National Planning 

Commission) 
National Development Advisor 

33 Ms. Cynthia Haimbodi MWT (Ministry of Works and 
Transport) 

Deputy Director: Transportation 
Policy 

34 Mr. Gilbert Boois WBCG (Walvis Bay Corridor 
Group 

Project Manager, Logistics Hub 

35 Ms. Nathalia Korupanda WBCG Logistics Hub Consultant 
36 Ms. Verna Tjivera WBCG Project Officer 
37 Ms. Charity Hange WBCG Marketing & Communications 

interns 
38 Mr. Bright Ndivayele WBCG Marketing & Communications 

interns 
39 Mr. Obrein Simasiku WBCG Marketing and Communication 

Officer 
40 Shigeki Kawahara JICA Expert Team JICA Expert Team Leader 
41 Mr. Yasunori Nagase JICA Expert Team JICA Expert  
42 Eiji Nishizaki JICA Expert Team JICA Expert  
43 Jun Kuwabara JICA Expert Team JICA Expert 
44 Ms. Nanako Matsuda JICA Expert Team JICA Expert 
45 Mr. Kunihiro Butsuen JICA Namibia Programme Coordinator 



Integrated Border Management and Capacity Development WG/ 1 

NO. NAME & SURNAME ORGANIZATION POSITION 

1 Mr. Brighten Simasiku 
/ Chairperson for Capacity 
Development WG 

STADIO Namibia Head of Campus 

2 Prof. Asa Romeo Asa NGCL (Namibia German 
Centre for Logistics)/ NUST 

Director/Associate Professor 

3 Mr. Sylvester Kaukungua NGCL/ NUST Project Officer 
4 Ms. Dofilia Kaloia NGCL / NUST Research Assistant 
5 Dr. Gloria Tshoopara NUST Head of Department 
6 Ms. Maretha Simanga Namibia Training Authority Industry Skills Committee and 

Council Secretary 
7 Ms. Roswitha Vincentius IUM Senior Lecturer 
8 Mr. Blessed Mateta Triumphant College Head of Department  
9 Ms. Victoria Weyulu 

/ Nominee of Chairperson for 
Integrated Border 
Management WG 

NamRA (Namibia Revenue 
Authority) 

Senior Manager: Trade Facilitation 

10 Ms. Jacobina Festus NamRA Manager Customs Compliance 
Programme 

11 Mr. Paul Ndelelwa NamRA Senior Customs Officer: Clearance 
and Enforcement 

12 Mr. Patrick Tongo NamRA Regional Manager: Western 
Operations 

13 Ms. Susan Beukes NamRA Manager: Nothern Region 
Operations 

14 Mr. Festus Shidute NamRA Principal: Customs & Excise (Trans 
Kalahari Border) 

15 Mr. Andreas Shete NamRA Officer 
16 Ms. Naliyapulwe Luuli NamRA Officer 
17 Mr. Johannes F. Shikwaya NamRA Officer 

18 Mr. Mufalo Persley Limbo NamRA Officer 
19 Ms. Laimi Iikela NamRA Officer 
20 Ms. Fransina Shigwedha NamRA Officer 
21 Mr. Clemence Kaura NamRA Officer 
22 Mr. Ephraim Nambahu Walvis Bay municipality Town Planning Officer& Building 

Control 
23 Ms. Laina Buchholz TransNamib Accountant 
24 Mr. Paulus Mwanyekele TransNamib Depot Supervisor 
25 Mr. Francois van Schalkwyk NIPDB (Namibia Investment 

Promotion and Development 
Board) 

Executive Director: Investments & 
New Ventures 



Integrated Border Management and Capacity Development WG/ 2 

NO. NAME & SURNAME ORGANIZATION POSITION 

26 Ms. Michelle Kirov Trade Ocean Marketing Director 
27 Ms. Chantelle Burger C.Steinweg Group Country Manager: Namibia 
28 Mr. Samuel Shoopala Manica Group Operations Manager 
29 Mr. Rodney Brussel Sea-Rail Botswana Operations Manager 
30 Mr. Nico Oberholzer LSS Namibia Chief Executive Officer 
31 Mr. Gerwil Uirab Yango Manager: Yango 
32 Ms. Leena Sindano NPC (National Planning 

Commission) 
National Development Advisor 

33 Ms. Elizabeth Hendjala NPC  
34 Ms. Cynthia Haimbodi MWT (Ministry of Works and 

Transport) 
Deputy Director: Transportation 
Policy 

35 Mr. Damien Mabengano MWT Deputy Director: Transportation 
Regulation 

36 Mr. Gilbert Boois WBCG (Walvis Bay Corridor 
Group 

Project Manager, Logistics Hub 

37 Ms. Nathalia Korupanda WBCG Logistics Hub Consultant 
38 Ms. Verna Tjivera WBCG Project Officer 
39 Mr. Obrein Simasiku WBCG Marketing and Communication 

Officer 
40 Bright Ndivayele WBCG Marketing &communication Intern 
41 Charity Hange WBCG Marketing & Communication intern 
42 Mr. Shigeki Kawahara JICA Expert Team JICA Expert Team Leader 
43 Mr. Yasunori Nagase JICA Expert Team JICA Expert  
44 Mr. Eiji Nishizaki JICA Expert Team JICA Expert  
45 Mr. Jun Kuwabara JICA Expert Team JICA Expert 
46 Ms. Nanako Matsuda JICA Expert Team JICA Expert 
47 Ms. Ujama Swartz JICA-Namibia Programme Officer:Technical 

Cooperation and Communication 



Roads and Rail WG/ 1 

NO NAME & SURNAME ORGANIZATION POSITION 
1 Mr. Oshoveli Hiveluah 

/ Chairperson for Road & Rail 
WG 

Roads Authority Divisional Manager: Network 
Planning 

2 Mr. Tomas Nghishekwa 
/ Deputy Chairperson for Road & 
Rail WG 

Roads Authority Senior Transport Economist 

3 Mr. Sidney Boois Roads Authority Executive Officer: Transportation 
4 Ms. Angela Kabende Roads Authority Principal Transport Economist: 

Network Planning and Consultant 
5 Mr. Richard Milinga Roads Authority Divisional Manager: Transport 

Inspectorate 
6 Mr. Isai Haikela Roads Authority Liaison Officer: Engineering 
7 Mr. Dawid Billy Roads Authority Senior Specialist: Operations 
8 Mr. Ismael Nehadi Roads Authority Officer 
9 Mr. Nahemia Kapofi Road Fund Administration Senior Engineer 
10 Ms. Namvula Ankama TransNamib Marketing and Sales Manager 
11 Mr. Kendal Swartz Trans Namib Executive: Commercial and 

Marketing 
12 Mr. Gert van Rooi TransNamib Carriage & Wagon supervisor 
13 Ms. Laina Buchholz TransNamib Accountant 
14 Mr. Paulus Mwanyekele TransNamib Depot Supervisor 
15 Mr. Veritunga Karutjaiva TransNamib Sales Consultant 
16 Mr. Mike Neidel TransNamib Station Master 
17 Mr. Aloysius Katjito TransNamib Depot Supervisor 
18 Mr. Abel Abel TransNamib Auditor 
19 Mr. Bertus Christiaan TransNamib Acting Chief Civil Engineer 
20 Mr. Ephraim Nambahu Walvis Bay municipality Town Planning Officer& Building 

Control 
21 Mr. Brighten Simasiku STADIO Namibia Head of Campus 
22 Mr. Blessed Mateta Triumphant College Head of Department  
23 Ms. Leena Sindano NPC (National Planning 

Commission) 
National Development Advisor 

24 Ms. Cynthia Haimbodi MWT (Ministry of Works and 
Transport) 

Deputy Director: Transportation 
Policy 

25 Mr. Damien Mabengano MWT Deputy Director: Transportation 
Regulation 

26 Ms. Eufemia David MWT Mechanical Engineer: Railway 
Infrastructure Management 

27 Mr. Adolf Shilula MWT  Engineer: Railway Infrastructure 
Management 

28 Ms. Alexia Katjiuongua MWT Senior administrative Officer 



Roads and Rail WG/ 2 

NO NAME & SURNAME ORGANIZATION POSITION 
29 Ms. Selma Tjirare MWT Administrative officer 
30 Ms. S. Pascoal MURD (Ministry of Urban and 

Rural Development) 
Officer 

31 Mr. Francois van Schalkwyk NIPDB (Namibia Investment 
Promotion and Development 
Board) 

Executive Director: Investments & 
New Ventures 

32 Mr. Gilbert Boois WBCG (Walvis Bay Corridor 
Group) 

Project Manager, Logistics Hub 

33 Ms. Nathalia Korupanda WBCG Logistics Hub Consultant 
34 Ms. Verna Tjivera WBCG Project Officer 
35 Charity Hange WBCG Marketing & Communication 

intern 
36 Bright Ndivayele WBCG Marketing & Communication 

intern 
37 Mr. Obrein Simasiku WBCG Marketing and Communication 

Officer 
38 Mr. Shigeki Kawahara JICA Expert Team JICA Expert Team Leader 
39 Mr. Yasunori Nagase JICA Expert Team JICA Expert  
40 Mr. Eiji Nishizaki JICA Expert Team JICA Expert  
41 Mr. Jun Kuwabara JICA Expert Team JICA Expert 
42 Ms. Nanako Matsuda JICA Expert Team JICA Expert 
43 Mr. Kunihiro Butsyen JICA Namibia Programme Coordinator 
44 Ms. Ujama Swartz JICA Namibia Programme Officer: Technical 

Cooperation and Communication 



List of Products 
Overall 
0-1 JCC1_Project Outline (material for 1st JCC in Sep 2020) 2020.09 

0-2 Logistics Hub Critical Programme-Project Matrix_21 2021.04 

0-3 Logistics Hub Critical Programme-Project Matrix_22 2022.01 

0-4 JCC2_Project Outline (material for 2nd JCC in Apr 2022) 2022.04 

0-5 Induction Session for the Steering Committee 2022.05 

0-6 JCC3_Project Progress (material for 3rd JCC in Jul 2022) 2022.07 

0-7 Update on Logistics Hub Initiative Joint CCT-CCTED (prepared for 
presentation by WBCG) 

2022.09 

0-8 JCC4_Project Progress (material for 4th JCC in Feb 2023) 2023.02 

0-9 JCC5_Project Progress (material for 5th JCC in Oct 2023) 2023.10 

0-10 JCC5_Amendment of Objectively Verifiable Indicators on PDM 
(material for 5th JCC in Oct 2023) 

2023.10 

0-11 JCC5_Report for Training in Japan (1) (material for 5th JCC in Oct 
2023) 

2023.10 

0-12 JCC5_Report for Training in Japan (2) (material for 5th JCC in Oct 
2023) 

2023.10 

0-13 JCC6_Project Progress (material for 6th JCC in May 2024) 2024.05 

0-14 Overall Project_JPN Ambassador (Aug 2024) 2024.08 

0-15 JCC7_Project Progress (material for 7th JCC in Nov 2024) 2024.11 

Output 1 
1-1 Baseline Report – Walvis Bay Port (output 1, 2, and 3) 

 

2023.01 

1-2 JCC4_Safe Navigation and Maneuvering in the Approach Channel 
and Turning Basin (material for 4th JCC in Feb 2023) 

2023.02 

1-3 JCC5_Output 1 (material for 5th JCC in Oct 2023) 2023.10 

1-4 Endline Report – Walvis Bay Port (output 1, 2, and 3) 
  

 
 

 

2024.10 

Output 2 
2-1 JCC4_Progress of Baseline Survey Report on Improvement of Cargo 

Handling (material for 4th JCC in Feb 2023) 
2023.02 

2-2 JCC4_Progress on Improvement of Cargo Handling Equipment 
(material for 4th JCC in Feb 2023) 

2023.02 

2-3 JCC5_Output 2-1 Cargo Handling Method (material for 5th JCC in 
Oct 2023) 

2023.10 
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2-4 JCC5_Output 2-2 Cargo Handling Equipment (material for 5th JCC in 
Oct 2023) 

2023.10 

Output 3 
3-1 JCC4_Progress of Landside Traffic Flow Management 1 (material for 

4th JCC in Feb 2023) 
2023.02 

3-2 JCC5_Output 3 (material for 5th JCC in Oct 2023) 2023.10 

Output 4  
  

4-1 Container Terminal Gate Analysis based on GPS data (material for 
WG in Feb 2023) 

2023.02 

4-2 Landside Connectivity in Walvis Bay (material for WG in Mar 2023) 2023.03 

4-3 Port Gate Survey Provisional Report for Strategic Marketing WG 2024.05 

4-4 Port Gate Survey Provisional Report for Capacity Development WG 2024.05 

4-5 Port Gate Survey Report 2024.08 

Output 5  
  

5-1 Working Group Updates at Steering Committee 2022.07 

5-2 Woking Group Activities 2022.08 

5-3 Update on Logistics Hub Initiative (material for Logistics Hub Forum in 
Sep 2022) 

2022.09 

5-4 Immediate Issues at the Borders (material for WG in Oct 2022, by the 
private sector) 

2022.10 

5-5 Missing links in the road development (material for WG in Oct 2022) 2022.10 

5-6 Guideline of Benchmarking Test and the Site Survey (material for WG 
in Nov 2022) 

2022.11 

5-7 Truck Stop Walvis Bay by Nambaza (material for WG in Feb 2023 2023.02 

5-8 Katima Mulilo Border Visit Report in Mar 2023 2023.03 

5-9 Katima Mulilo Border Post Development Constraint and Orientation 
(material for WG in Jun 2023) 

2023.06 

5-10 Road and Rail WG presentation by Roads Authority (material for WG 
in Jun 2023) 

2023.06 

5-11 JCC5_Output 4 and 5 (material for 5th JCC in Oct 2023) 2023.10 

5-12 Long Haul Analysis (material for WG in May 2024) 2024.05 

5-13 Working Group Action Items in May 2024 2024.05 

5-14 ToR Strategic Marketing WG 2024.07 

5-15 ToR Landside Connectivity WG 2024.07 

5-16 ToR Integrated Border Management WG 2024.07 

5-17 ToR Capacity Development WG 2024.07 

5-18 ToR Road and Rail WG 2024.07 
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5-19 Working Group management SOP ver 2024Aug 2024.08 

5-20 Long Haul Analysis (material for WG in Aug 2024) 2024.08 

5-21 Strategic Marketing and Landside Connectivity WG Action Items Aug 
2024 

2024.08 

5-22 Road and Rail WG Action Plan Aug 2024 2024.08 

5-23 Border Crossing Time – long haul trailers along the corridors 2024.11 
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